





















































Analyzing Teaching and Learning Processes of Moral Education Lessons to Encourage Students to 
Internalize Moral Values and to Put them into Action
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　第 1 著者は、平成 26 年度までの 10 年間、道徳研究
校である和歌山市立岡崎小学校で道徳の授業を実践
し、その時の成果と課題をまとめている。また、平成























3. 1.  偉人・実在の人物を扱った教材








































表 1 の児童の感想の中でも、B や C の感想は儀兵衛
が村人の命を第一に考えて行動したことについて記述

































































































































































































3. 2.  日常生活を扱った教材から























































































いると、K や M のように自分の経験を含めた振り返
りができる児童が増え、実践化への意欲につながるの
ではないかと考える。





























































































































































いっぱいあるよね。6 月 9 日に「ときわ会」の
おじいさん、おばあさんとの交流会がありま
す。会長さんから、みんなにメッセージをも
らっています。
（ビデオを見る）
教師： ときわ会のおじいさんやおばあさんは、毎年、
3 年生の歌や劇をとっても楽しみにしてくれ
ています。今年の交流会でも、おじいさん、
おばあさんのうれしそうな顔を見ることがで
きたらいいですね。
表 9　「おじいさんの顔」の授業の児童の感想
児童 感想の記述
Q ぼくもこんなことがあったけどゆずりにく
かった。ブランコにのっていたら、誰か来て「か
して」とみんなに言った。ぼくは知らんふり
をした。他の人が「かわる。」って言ってかわっ
たけどぼくも言ったらな、と思った。次来た
らかわろうと思った。ぼくのいもうとにかわっ
たら、えらいと思うし、やってみようと思い
ました。
R ぼくも、「かわってあげよう。」と思ったと思
います。でも、はずかしいと思って「どうぞ。」
と言えなかったんだね。「次は、ちゃんと言っ
てみよう」と思ったと思います。
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場合、映像や著作本によりその人の言葉などの生き
方に触れさせ、実在の人物を、より身近に感じるこ
とが内面化につながる。生活教材であっても、その
場面から広げるために、関係のある身近な人に出会
わせたり、ビデオメッセージを視聴したりすると、
身近に感じることができる。その人の生き方から道
徳的価値意識を深め、ねらいとする内容項目につい
て自分と重ね、自己展望をもって、自分の生活の中
でできることは何かと捉えることで内面化し実践力
につなげることができる。
　二つ目は振り返りの書かせ方を一定の書き方でパ
ターン化することである。例えば、振り返りに題名を
つけることをパターン化して続けていくと、子供が自
然と道徳の授業での学びを内省し、教師が問わなくて
も自己認識や自己展望につながっていく。あるいは手
紙形式で振り返りを書いてもよいと提案しておくとい
う手立ても考えられる。特に、生活教材の場合、自分
の生活と結び付けやすいので、「自分ならどうするの
か」「こんな時はどうしたい」など我が事として捉え
るようパターン化しておく。また、登場人物がこの後
どうしたかを自分なりに考えることも、道徳的価値を
深めることに繋がるのでパターンの一つにしたい。
　三つ目は、教材から子供の生活へと視野を広げるた
めに、ねらいを明確にもち、生活のどの部分と結び付
くのか、どう生かしていけるのかを考えられる転移・
拡大しやすい教師の発問である。例えば、日常の生活
や具体的な将来の姿と結びつけやすいように、本時で
ねらいとする内容項目に視点を絞って、テーマに関す
る発問を行うことや、児童のこれまでの生活体験を想
起しやすいように、具体例を挙げて類推できるような
発問にすることが重要である。また学校生活など子供
たちの身近な話題を取り上げたりすることにより、「ね
らいとする価値を広く、深く、自分との関わりで捉え」
やすくなることも多い。
　四つ目は、総合単元的に道徳学習をデザインし、全
教育活動を通して取り組むことである。道徳性を育て
るには、教育活動のすべての場を捉えて行うことが
必要であり、その要となる道徳科の授業を組み立てて
いくことである。上述の教材「おじいさんの顔」と高
齢者との交流会とのつながりを図ろうとしていたよう
に、学校行事や体験学習と結び付けて価値を具現化す
る機会をもつなど、総合単元的な道徳学習として、教
科横断的に取り組み、補充、深化、統合していくこと
も意識したい。
5.  おわりに
　本稿で扱った実践例は「道徳の時間」のものであり、
教材の選択肢の幅や授業の持ち方には道徳科とも異な
る部分もあるだろう。しかし、今後道徳的な価値を内
面化し、行動に移す力を育成していくための具体的な
工夫や方策として、道徳科の授業実践にも十分活かせ
るだろう。
　道徳的価値意識を内面化し行動に移す力をもつ子供
を育成するには、道徳的価値に照らして自己を主体的
に見つめ、自己課題を見つけ出していく力を育てるこ
とが必要である。展開前段では、教材文を基に自分と
主人公を重ね合わせて自己を内省させたり、主人公の
言動を客観的に捉えたりしながら、多面的・多角的に
考えられるような発問で、ねらいとする道徳的価値に
対する新たな気づきを促したい。そのうえで、本稿で
注目した展開後段や終末において、自分の生活につな
げ、高まった道徳的価値に照らし合わせて自分の生活
を振り返り、また将来どうありたいか思い描くことで
実践意欲が増し、内面化した価値を行動に移す力を高
めることにつながるだろう。
　今後の課題としては、「自己の生き方について深め
る活動」として対話や討論など言語活動を重視した指
導の組み入れ方について、より追究していきたい。ま
た、テーマを焦点化し、教材・発達段階・子供の実態
に合わせた発問とはどうあるべきか、研究していかな
くてはならない。
　今後も、学校教育全体で各教科・領域との関連性を
しっかりともたせた道徳教育に取り組み、展開後段・
終末での子供の姿を思い描いた授業づくりをすること
で、道徳的価値意識を内面化し行動に移す力の育成に
つなげる道徳科の学習過程を探っていきたい。
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